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ご挨拶

弊組は連合会活動にご支援を賜り深く感謝申し上げます。

さて、2024年春季生活改善闘争が始まりました。
本部では2024年の世間情勢、労働界、経団連などの状況とCCBJIの状況を分析すると共に、2月14日、本
部案決定、2月15日支部会にて要求案を確認頂き組織決定しました。

CCBJIの企業業績は2019年の新型コロナウイルス感染症の影響も重なりを事業利益は悪化をたどり過去2
年連続マイナス140億の結果となりました。この間、組合員の生活は一変しました。急激なポジションクローズや
コスト削減により雇用不安、労働条件の低下を招きました。特に月例賃金においては物価高騰と共に実質賃金
はマイナスで在ります。なんとしても賃金の底上げをしなければなりません。

CCBJIは2023年通期予測は黒字化となりました。この状況を踏まえて、2024年春季生活改善闘争は世
間情勢、労働界の状況、CCBJIの状況から「ベースアップ要求」は当然だとの判断から賃金一本の要求と致し
ました。

CCBJIは月例賃金を上げる事に相当なる抵抗が予測されますが1都2府35県に働く仲間とともにマンパワー
を生かし一糸乱れぬ団体行動にて勝利を収めるために邁進したいと考えています。

組合員の皆様のご支援・ご協力をお願い申し上げます。

CoCa・Cola BottlersJapanGroupUnionFederation

Chairman Mitsuyuki Tokuya



2023年通期確定賞与について
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2024年春闘について
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はじめに

要 求 背 景

➢ 2022年から円安に伴う原材料高騰などにより物価上昇が継続

➢ 制度上の昇給では物価上昇に追い付かず実質賃金がマイナス

➢ 会社業績に鑑み、近年賃金要求を見送ってきたが事業利益の黒字化を達成

➢ 世間では30年ぶりとなる高水準での賃上げが実施

➢ 「Go-Go Vision 2028」達成のためには「人」への投資が不可欠

➢ 付帯事項については、賃金要求に注力するため2024春闘では見送る

2024春闘は賃金要求一本で取り組む
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要 求 根 拠

要 求 内 容

• 正規社員組合員：ベースアップ 9,000円（組合員平均3%程度） ※制度上の昇降給を除く

ー 9,000円の賃金テーブル書き換え

• 物価上昇を背景に組合員平均3.0%相当分の賃上げが必要

• 欠員ポジションに対する採用優位性の観点からも賃上げが必要

• 制度上の昇降給率を上回る賃上げを実施しリテンション（人材確保）強化が必要

• 中期経営計画の達成に向けた従業員のエンゲージメント向上が必要

2024春闘要求（案）の詳細
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社会情勢

➢ 政府の経済対策がエネルギー価格を押し下げる一方、価格転嫁が想定を上回って進んでいることなどから2023年も消費者物価

指数が上昇
➢ 物価上昇に賃金の伸びが追いついていない状態が続いているため、実質賃金が19か月以上連続で低下

※出典：日本経済新聞

※出典：総務省

消費者物価指数 現金給与総額

※2020年基準消費者物価指数

日本の状況
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2024春闘要求（案）の詳細

物 価 上 昇

➢ 消費者物価は2023年10月時点で平均3.2%(前年同月比)上昇している
➢ 2024年は消費者物価の上昇率が縮小されると予想されており、2.0%(前年同期比)上昇の見通し

※出典：総務省※前年同月比 ※出典：三井住友DSアセットマネジメント『2024年の日本経済見通し』

消費者物価 2023年上昇率 消費者物価 今後の見通し
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日本の状況

社会情勢

➢ 国内総生産（GDP）は2023年12月に発表された速報値（7月～9月）で年率換算-2.9％と昨年に続いて景気が減速している状況
➢ 製造業の業況判断は2023年12月調査では、9月から3Pts改善したが、先行きに関しては4Pts悪化した状況

※出典：日本銀行

国内総生産

※出典：内閣府

業況判断
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日本の状況

2024年 賃上げ予測

※出典：日本経済新聞

➢ 連合は2024春闘において賃上げ分を3％程度とし、定期昇給相当分(賃金カーブ維持相当分)を含む賃上げ合計を5％以上の目標に設定
➢ 政府は連合会合のなかで「2023年を上回る賃上げの実現へ政策を総動員する」と強調し、企業が賃上げしやすい環境整備を促すと発言
➢ 経団連は政府が掲げる構造的な賃上げの実現に向け、経済界としても後押しする意気込みを示す

日本労働組合総連合会 政府 日本経済団体連合会

※出典：日本経済新聞 ※出典：日本経済新聞
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2024春闘要求（案）の詳細

採 用 優 位 性
➢ 賃金の改定状況(令和5年度)は、「1人平均賃金の改定額」が9,437円、「1人平均賃金の改定率」が3.2%となっている
➢ 2023年10月に最低賃金が改定となり、全国加重平均が昨年度から43円引上げの1,004円となった

※出典：厚生労働省 『令和5年賃金引上げ等の実態に関する調査の概況』 出典：厚生労働省 『令和５年度 地域別最低賃金 答申状況』

賃金改定状況(2023年度) 地域別最低賃金
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CCBJI

2023決算・中計
➢ 2023年は事業利益15億円の予想となり、中期経営計画で掲げる2024年の目標「事業利益の黒字化」を前倒しで達成見込み
➢ 利益をともなう成長と変化に強いコスト構造の構築により、持続的な利益成長を目指すことを目的とした「Go-Go Vision 2028」を発表

※出典：会社資料※出典：決算短信・会社資料

賞与支給/会社業績 中期経営計画
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CCBJI

2023決算

※出典：会社資料※出典：決算短信・会社資料
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【 要 求 背 景 】 

 

春闘は労働組合が労働諸条件の改善を会社に要求する重要な機会であり、また労使で将

来のあるべき姿を議論する重要な機会でもあります。長引く物価高騰に伴う生活への影響

から労働組合にも様々な意見が寄せられています。物価高騰に負けない賃上げを獲得すべ

く、2024 春闘に向け要求すべき事項の検討を早期より行ってきました。 

 

社会情勢については、2022 年に始まった急激な物価上昇が 2023 年も継続し、コア CPI

は前年比で 3％程度上昇しました。その影響で名目賃金は伸びているものの、賃金の伸び

が物価上昇に追い付かず、実質賃金は 19 か月連続で低下している状況です。2024 年は急

激な物価上昇はひと段落するとの見方があるものの、前年比で 2％程度の上昇が見込まれ

ています。また 2023 年 5 月より新型コロナウイルス感染症が第 5 類に移行したことでイ

ンバウンド需要が順調に回復し、2023 年の実質 GDP 成長率は大きく回復しました。 

 

当社においては、2023 年第 3 四半期決算説明のなかで「これまで構築してきた成長基盤

と今年の収益性重視の取り組みが、人出回復や猛暑等の機会を捉え、売上･利益の高成長

に貢献」「最重要施策である価格改定は計画どおりに効果を創出。価格改定が収益性改善

に向けた重要な一手となり得ることを再認識」と総括しており、2024 年目標であった黒字

化の前倒しに成功しました。また、中期経営計画である「Go-Go Vision 2028」が発表さ

れ、2024 年は中期経営計画初年度という達成に向けて重要な 1 年になります。 

 

労働組合としては、このような物価上昇にある環境下に対して組合員の生活を守るため

にも賃金改定は重要な位置づけと捉えています。また昨年末に発表された中期経営計画を

達成させるためには労使相互理解のもと、CCBJI グループで働くすべての従業員が同じ方

向を向きながら歩んでいくことが必要です。そのためには、賃金改定を実現することで安

心して働ける環境をつくり、エンゲージメントの向上やリテンション強化が重要と考えま

す。その結果として採用優位性が高まり優秀な人材の獲得や欠員状況を解消することがで

きると考えます。 

 

以上のことを踏まえ、様々な課題解決のために賃金改定は重要であるとの認識のもと、

2024 春闘は CCBJI グループで働くすべての組合員約 12,500 人の総意として、賃金改定を

要求いたします。 

2024春闘要求書・要求骨子



Appendix 2024春闘詳細
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CCBJI 2023年 賃金デー
ター

CCBJI全体

グレード 従業員数 平均：年齢 平均：勤続年数 平均：1月1日の
基本給

レンジ位置
(中位以上)

レンジ位置
(中位未満)

12,263 42.7 17.6 271,009 6939 5,324

1 Sub Total 2,180 46.1 21.6 367,499 1104 1,076

2 Sub Total 3,480 44.8 20.6 301,744 1956 1,524

3 Sub Total 5,178 40.4 14.6 228,182 2912 2,266

4 Sub Total 1,425 40.5 14.7 203,961 967 458

Mikasa全体

グレード 従業員数 平均：年齢 平均：勤続年数 平均：1月1日の
基本給

レンジ位置
(中位以上)

レンジ位置
(中位未満)

Total 268 46.5 23.2 272,760 190 78

1 Sub Total 36 45.8 22.9 351,955 13 23

2 Sub Total 76 49.6 26.4 307,543 53 23

3 Sub Total 114 43.8 20.0 245,249 88 26

4 Sub Total 42 49.1 26.5 216,608 36 6
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■2024春闘スケジュール

5. スケジュール

日程 労使協議 時間 内容

2月14日 (水) 中央委員会 19:00～20:30 teams会議 2024年春闘本部(案)決定

2月15日 (木） 支部会の開催（Teams会議） 18:30～20:00 teams会議
滋賀県・奈良県・和歌山県・
近畿・京都・他エリア

2月20日（火） 経営との労使協議会 終日 六本木office 要求書提出

3月初旬～3月中旬 事務折衝・労使協議会 終日 六本木office 2024春闘要求事務折衝

3月11日（木） 経営との労使協議会 終日 六本木office 回答指定日



RTMの進捗状況について

27

その他 労使協議情報



RTMの設計に対する検証を労使間で行っている。

28

2023年カレンダー協議より

✓ 2022年10月~12月の労使協議にてRF・CSのルート設計の瑕
疵(内勤業務時間20分)の根拠について間違っていることを指摘。
➡RTMより根拠はパイロットテストした15支店の支店長・組合員
のヒヤリングより平均したデーターを出しているので間違いはないとの
回答。

✓ 弊組委員を中心に対象組合員へタイムスタディーとアンケートを実
施。➡明らかに20分で内勤業務は終われないことが判明。

✓ 2023年2月~6月にRTMが行ったパイロット支店15支店の実在
者のSFAとcompanyのデーターを突き合わせる検証を行った。➡
明らかに空白の時間(60分、120分、180分)という内勤業務の
実態が浮き彫りになった。

✓ その実態について、全対象者に対して11月にアンケートを実施して
内勤業務の中身を確認した。➡結果は同じで内勤処理にかかる
時間は20分以上発生している事実が判明。

✓ この様なRTM設計瑕疵について2024年の事業計画に組合員が
対処すべく提案を行い会社側の回答を得る。

✓ 2024年RTMとコマーシャルカンパニーにて見直しを図る。RTMの
計画では2024年1月～5月までに設計を見直す。それ迄は内勤
業務が20分を過ぎた場合はOTを申請する事が労使間合意され
た。
※会社より労組へ回答書が提出された。



【内勤業務改善プロセス】
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欠員対応のマニュアル
WE-Net掲載中

30
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欠員発生時の対応について

⚫ 2023年カレンダー協議において各部門での欠員が多く発生していることが見
受けられる。

⚫ 一時的な欠員は募集をするまでに現場負荷がかかり、ともすれば所属長は
上席に現状の改善を忖度する場合がよくあり、結果組合員の労働負荷ばか
り発生する。

⚫ 2023年カレンダー協議ではRTMの設計検証と今後の対応について明文化。

⚫ 2024年引き続き組合員のワークライフバランスの実現に向けた取り組み強化
を行う。



ケース 営業現場で実施すること
反映

タイミング
訪問計画
遵守率

既存
訪問軒数

新規
訪問軒数
*RF BDの

み

Trax
遵守率

*RF/CS
BDのみ

欠員ルートが発生した場合(RFBD/CSBD)
・Lisaで担当者に支店長を登録
・タブレットを稼働しない

・タブレット稼働停止した日か
ら

対象外
※支店分母
から外れる

対象外
※支店分母
から外れる

対象外
※支店分母
から外れる

対象外
※支店分母
から外れる

欠員ルートが発生した場合(CSMD)
・Lisaで担当者に「41285999 CCBJIダ
ミー」を登録
・タブレット稼働しない

・タブレット稼働停止した日か
ら

対象外
※支店分母
から外れる

対象外
※支店分母
から外れる

ー ー

欠員BD/MDルートを
他BD/MDがフォロー

する場合

フォローした場合
・訪問計画に該当店舗を追加し、入退店実施
・Trax撮影しない

・入退店実施した時点から

対象外
※支店分母
から外れる

対象 対象
対象外
※支店分母
から外れる上記フォローにより、

計画訪問店舗が
訪問できない場合

・未訪問理由に支店長許可を選択する
・支店長許可を選択した時点か
ら

欠員ルートが解消した場合(RFBD/CSBD/CSMD)
・Lisaで新担当者を登録
・タブレットを稼働する

・Lisaで新担当者を
登録した日の翌日もしくは
翌々日以降で訪問計画が反映し、
タブレットを稼働した日から

対象 対象 対象 対象

欠員中のRTM KPI取り扱いについて（RF/CSチャネル)

・欠員ルートが発生した場合に実施すること/RTM KPIの取り扱いは以下の通りです



ToDo
発行者

営業現場で
実施すること

欠員が解消されるまでの
ToDo配信先

CCC

・欠員が発生したら、該当ルートのToDo配信先を支店長に変更する申請をFormsで実施してく
ださい(先の日付指定も可能です)

・欠員が解消されたら、該当ルートのToDo配信先を新担当者に変更する申請をFormsで実施し
てください(先の日付指定も可能です)

Formsリンク
旧CCEJエリア: リンク先
（北関東/南東北・首都圏・山梨・静岡・愛知・岐阜・三重)
旧CCWエリア: リンク先
(滋賀・京奈和・大阪・兵庫・九州/中四国）

・支店長

AC
Mgr.

・RFBD/CSBD欠員ルートにLisaで支店長を登録
・欠員が解消されたら、Lisaで新担当者を登録

マニュアル(1行目)⇒●
・支店長

欠員ルートのToDo対応について

・欠員ルートのToDo確認漏れを防ぐために速やかな対応をお願いします

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=7Vj5Umbj1Uq9z5EV9uKbNWuTOJg0iX9GghT2m6c5lAZURUJWWEwyQUJXVEtMTVpROFVQNlExWFQ1Sy4u
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=7Vj5Umbj1Uq9z5EV9uKbNWuTOJg0iX9GghT2m6c5lAZUNzdUTVI2V1gxNkdCWkE4OVlPQzE4WDBFQS4u
https://ccbji.sharepoint.com/teams/CM/Share/RTM/SitePages/%E3%82%88%E3%81%8F%E3%81%82%E3%82%8B%E3%81%94%E8%B3%AA%E5%95%8F(SRP).aspx


欠員中のチャネル KPI取り扱いについて（RF/CSチャネル)

ケース 対象者
営業現場で
実施すること

反映
タイミング

MSL SOVI PoC
平均
SKU

新規開発
赤字DIS
撤去

欠員ルートが
発生した場合

RF BD ・Lisaで支店長を担当者に登録 ・登録翌月から反映
対象外
※支店分母
から外れる

- -
対象外
※支店分母
から外れる

対象外
※支店分母
から外れない

対象外
※支店分母
から外れない

CS BD ・Lisaで支店長を担当者に登録 ・登録翌月から反映
対象外
※支店分母
から外れる

対象外
※支店分母
から外れる

対象外
※支店分母
から外れる

- - -

欠員ルートが
解消した場合

RF BD
・Lisaで支店長から新担当者に
登録変更

・登録翌月から反映 対象 - - 対象 対象 対象

CS BD
・Lisaで支店長から新担当者に
登録変更

・登録翌月から反映 対象 対象 対象 - - -

・KPI設定に問い合わせがある場合は実行推進部経由でチャネル企画担当者にお問い合わせください
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CCBJI全体

三笠エリア
1月-11月累計平均

231.8 /累計 月/21H

有休 1月-11月累計平均

9.8/累計 月/0.9 

所定外時間外労働実績(一般職：休職者除)

行ラベル 平均 / １月平均 / ２月平均 / ３月平均 / ４月 平均 / ５月 平均 / ６月 平均 / ７月 平均 / ８月 平均 / ９月 平均 / 10月 平均 / 11月 月/平均

CCBJB 4 4.4 5 6 3.2 4.5 3 2.1 4.4 4.6 6 4.3 

CCBJBS 6.9 7.3 9.1 9 9.2 11 10.5 9.6 10.3 10.3 10.1 9.4 

CCBJI 11.7 12.3 14.9 13.9 13.5 13.8 14.5 14.1 14 14.1 13.3 13.6 

CCBJV 29.5 27.3 34.5 33.6 34 34.8 35.2 36.5 36.5 36.5 34.1 33.9 

FVJ 16.2 18.1 19.7 19 17.8 19.1 19.1 18.6 18.5 18.8 18.4 18.5 

総計 17.3 17 21.1 20.3 20.3 21 21.4 21.6 21.6 21.7 20.4 20.3 

有給休暇取得実績(一般職)

行ラベル 平均 / １月平均 / ２月平均 / ３月平均 / ４月 平均 / ５月 平均 / ６月 平均 / ７月 平均 / ８月 平均 / ９月 平均 / 10月 平均 / 11月 月平均

CCBJB 1.5 1 0.8 1.2 2.5 3.7 1 2.4 0.8 0.9 0.7 1.5 

CCBJBS 0.7 1 1.3 1.2 1 1.4 1.2 1.8 1.1 1.2 1.3 1.2 

CCBJI 0.6 0.8 1 1 0.9 1.2 1 1.7 1.1 1.2 1.2 1.1 

CCBJV 0.2 0.4 0.8 0.6 0.3 1.2 0.5 1.2 0.6 0.8 0.6 0.7 

FVJ 0.5 0.6 0.9 0.9 1.1 1.2 1 2.5 1.2 1.3 1.3 1.1 

総計 0.5 0.7 1 0.9 0.7 1.2 0.8 1.6 0.9 1 1 0.9 

有休取得1月～11月

21日以上 6 2.2%

16日～20日 23 8.6%

10日～15日 90 33.9%

9日～6日 80 30.3%

5日以下 66 25.0%

合計 265 100%
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In 2024, all of our headquarters executives will 

work hard to maintain and improve employment 

and working conditions for union members. We wish 

all our members and their families good health. !!


